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研究成果の概要（和文）：本研究ではエジプトをめぐる交易については引き続き①エジプト沿岸各港出入港船舶
の所属（旗別）船舶数、船舶規模等のデータの経年分析からアレクサンドリア港をハブとする環地中海交易ネッ
トワークとポートサイード港およびスエズ運河をハブとする遠洋航路および地中海ー紅海沿岸交易との差異、船
舶の特徴、とくにヨーロッパ列強諸国それぞれとのつながりを明らかにした。スエズ運河通過船舶はイギリスを
中心にしながらもイタリア、ドイツ等々ヨーロッパ列強それぞれの植民地戦略を解読した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we continue to analyze trade around Egypt by 1) clarifying 
the differences between the Mediterranean trade network with Alexandria as its hub, the 
long-distance sea routes with Port Said and the Suez Canal as its hub, and the Mediterranean-Red Sea
 coastal trade, the characteristics of the ships, and especially the connections with each of the 
European great powers, through a longitudinal analysis of data such as the number of ships (by flag)
 departing and arriving at each port along the Egyptian coast, and the size of the ships, etc. Ships
 passing through the Suez Canal were mainly British, but we also deciphered the colonial strategies 
of each of the European great powers, including Italy and Germany.

研究分野：地理情報システム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究ではエジプトをめぐる交易については引き続き①エジプト沿岸各港出入港船舶の所属（旗別）船舶数、船
舶規模等のデータの経年分析からアレクサンドリア港をハブとする環地中海交易ネットワークとポートサイード
港およびスエズ運河をハブとする遠洋航路および地中海ー紅海沿岸交易との差異、船舶の特徴、とくにヨーロッ
パ列強諸国それぞれとのつながりを明らかにした。スエズ運河通過船舶はイギリスを中心にしながらもイタリ
ア、ドイツ等々ヨーロッパ列強それぞれの植民地戦略を解読した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究はグローバルヒストリー研究の進展と GIS 技術の飛躍的進化という 2 つの背景を踏ま
えて計画した。歴史的事象は時代を超えて意味をもつ。日本でも忘却されているが、第一次世界
大戦後の数年間、イギリスを除きスエズ運河でもっとも多く貨物を運んだ国は日本であり、その
背景 には一時的な現象に終った戦間期日本の対外的な国力発揚と世界的な政治経済地図の変化
があった。1926 年における横浜正金銀行アレクサンドリア出張所の開設はその象徴であり、背
景にはアレクサンドリアと横浜というユーラシア大陸の東西両端に位置する国際港湾都市間で
のヒト、モノ、カネ、文化の交流があった。本研究の出発点はこの戦間期における日本の中東へ
の関心の背景は何だったのかという問いであり、それを探る過程で横浜正金銀行アレクサンド
リア出張所に注目した。 
 横浜正金銀行が出張所を開設したのは当時のアレクサンドリアが国際綿花市場と国際金融の
中心のひとつとしてヨーロッパとアジアを結ぶ交易の結節点だったためであり、この進出によ
り横浜正金銀行はグローバルな経済進出の拠点を確保し、イギリスの世界覇権が揺らぐ中で新
興列強のひとつとして国際的なプレゼンスを強め政治経済的にグルーバル化を進める日本の通
商ネットワーク拡張の裏づけとなった。だが戦間期後半には日本はアジアに関心を移し、エジプ
トもナショナリズムの台頭で国際性を失い、地中海は世界経済の大動脈としての地位を失った。
この戦間期は多くの日本人が中東・地中海世界に興味をもち多数の史資料を残したが、それらに
ついて統計に基づく数量分析や政治経済制度へのアプローチの研究はみられないため、空白を
埋めることも大きな学術的背景である。 
 他方で近年の GIS 技術の飛躍的向上は、統計資料や地図などを複合的な 3 次元情報へと転換
させ、時系列上の変容過程を容易に示すことを可能にした。この技術革新を人文系学問と結びつ
けることで、上記アレクサンドリア・横浜間の交易についても史資料に空間分析を駆使した情報
のアーカイブへの統合が可能になったことが 2番目の学術的背景である。 
 上記 2 つの学術的背景をもとに、単なるグローバルヒストリー研究の枠を越 えた新しい地域
研究のかたちとして、バーチャル空間上に構築する「ヒストリカル・デジタルグローブ」を通し
て世界認識の視座を見直す。事例として選んだ戦間期の日本と中東・地中海の関係についての研
究成果は、世界史における戦間期のもつ意味についての日本の視点も交えた再評価に向けて新
しい地域研究のあり方を問う。 
 
２．研究の目的 
 「ヒストリカル・デジタルグローブ」構築を行う目的は次の 2点に集約される。横浜正金銀行
アレクサンドリア出張所の分析を通して戦間期における中東での日本のプレゼンスがこれまで
知られた以上に大きく世界を視野に入れていたことを示すこと、また当時の国際経済の軸であ
った東西交易のヒト、モノ、情報のネットワークを通してグローバ ル空間の諸相を明らかにす
ることである。 
 学術的独自性と創造性は以下のようになる。第 1 には戦間期におけるユーラシア大陸の世界
政治経済をエジプトと日本の関係から再評価する視点である。これまでグローバルヒストリー
では日本はアジアの辺境として、エジプトはヨーロッパとアジアの間の単なる通過点として扱
われてきた。これに対してスエズ運河を介したアレクサンドリア・横浜間の交易ネットワークを
ヒトとモノの流通・交流から見直し、面的に捉えなおす。 
第 2には、第 1の課題の独自性と創造性の担保として IT 技術を活用したデータ分析と情報の
可視化を重視する。交易ネットワークに限らず 2つの都市の景観、空間構造の比較を通して 19
世紀以降のグローバル港湾都市を支えたインフラ、通商、文化各面の特徴を明らかにする。 
 第 3 には、第 1、第 2の目的の実現に向けて 3次元 GIS およびバーチャルリアリティを用いて
戦間期の地球から都市スケールまでの空間を再現し、各種史資料をその上に配置するデジタル
グローブと呼ぶバーチャル地球儀を構築する。各種古地図上への史資料位置情報のオーバーレ
イを基本に時間軸に対応した情報の表示に対応させた地球儀をデジタルアーカイブのフロント
エンドとすることで、空間軸と時間軸それぞれの視野から事象の意味をビジュアルシンキング
するグローバルヒストリーの新地平を拓くとともに情報公開の基盤となるインフラとする。こ
れ自体が空間情報テクノロジーの新たな活用方法の開拓であり、このアプローチの対象として
戦間期アレクサンドリア・横浜間関係は好適なテーマである。 
 
３．研究の方法 
①    空間解析班 
本プロジェクトの中核を担い、下記 2班により発掘・収集された古写真など画像データのデジタ
ル化、貿易・海運統計データのビジュアル化とデジタルグローブの構築・実装を行う。 



 (1)下記 2班が収集した史資料・古写真類のデジタルアーカイブ化。 
 (2)アレクサンドリア・横浜間の交易ネットワークの空間分析。収集した貿易・海運・船舶運航
に係わる諸データの統計処理。空間解析手法を用いた交易ルートの実態の解明、成果のビジュア
ル化を進め、イギリスが組織した地中海・紅海インド洋航路ネッ トワークと極東地域航路との
連携の実態や技術史的背景、港湾インフラの整備を解明する。 
 (3)近代港湾都市インフラについて 3 次元 GIS やバーチャルリアリティを活用した景観再現と
都市形成過程の分析。A)港湾インフラ整備、海底地形、浚渫状況。 B)都市形成、施設立地の把
握。外交施設、通商ビジネス街、外国人居留地。C)運輸・通信インフラや鉄道ネットワークの整
備状況。D)保健・衛生インフラ、防疫体制の構築状況、等に ついて古地図や建物台帳から時空
間データベースを構築し、3D GIS を用いた都市景観の再現。 以上を通して近代港湾都市として
の形成・整備の進展をはじめ建築・都市史的諸データ、列強植民勢力と現地勢力とが拮抗・共存
する租界都市の政治的緊張関係の社会地図等を作成する。並行して 3D GIS およびバーチャルリ
アリティ諸ツールを活用して構築する、地球儀をフロントエンドとしたデジタルアーカイブサ
ーバを構築し、その上に諸データを実装する。 
② 横浜・日本班 
横浜・日本を対象に、中東・地中海航路に関係する史資料の収集と分析に当たる。 
(1) 東京大学経済学部資料室に収蔵されている横浜正金銀行資料からアレクサンドリア出張所
関係の情報を抽出・整理し、横浜市立都市発展記念館と協力して日本側からのアレクサンドリア
出張所の活動実態を解明する。横浜正金銀行の急速なグローバル展開の経緯や目的、収支や事業
関心の推移、支店間の関係、現地のネットワーク、在エジプト日本公館との関係、アレクサンド
リア証券市場や綿花市場との関係、都市内での支店立地の位置づけを解明する。 
(2) 横浜を拠点とした交易における中東・地中海関係の史資料収集と分析。神奈川県立歴史博物
館、日本郵船博物館など国内の貿易・海運関係史資料をもとに、日本がインド洋を経て紅海・地
中海への国際交易に接続する経緯の解明を目指す。 
(3) 近代横浜の形成過程と景観・構造に関するデータ・情報収集と分析。近代国際港湾都市 の
共通点解明に向けた都市形成 に関する情報の収集。都市空間 レベルのデジタルモデル構築に 
つなげ、戦間期経済を担った横浜港および東西交易路のグローバルヒストリーでの位置づけを
明らかにする。 
③アレクサンドリア・エジプト班 
(1)現地調査・現地史資料調査を行い、エジプト諸機関と連携して法令、統計、地図などの資料
を収集する。A) 人口センサスほかの統計データ、B)エジプト側の対日本を含む貿易統計、史資
料の収集・分析、当時の写真など補完史資料の調査・収集を行うことで、東西交易におけるアレ
クサンドリアの地位を明らかにし横浜正金銀行の進出の意義を解明する。 
 (2) アレクサンドリアのほかスエズ、ポートサイードなどの港湾都市やそこに開設された日本 
領事館、日本の貿易拠点であったカイロ日本商品館、イスタンブル日本商品館などにかかわる多
言語史資料を現地研究者の協力も得て発掘し分析する。 A)旅行記、航海日記、日本郵船等の運
輸会社の情報、B)国際航路ネットワーク、C)国際的な情報通信ネットワーク、D)ヨーロッパ中心
の交通・通信ネットワークに付随し興隆した中東－極東ネットワーク、ムスリム商人ネットワー
クとの関係を解明する。 
 
４．研究成果 
 史料収集と多様なバックボーンをもつメンバーの議論をとおして、戦間期エジプト社会・経済
の世界史的存在意義について、また当時の日本エジプト交易・経済活動を踏まえた戦間期日本の
世界認識と経済活動の方向性、その中で従来より中心的な位置づけがされていた東アジアと欧
米以外についての認識と活動という意味での対中東・西アジア貿易の一端を明らかにした。 
 現地調査、国内外の史資料渉猟とデジタル化、再解釈の成果を踏まえ、月 1回のペースで開催
したワークショップを通して幅広いバックボーンをもつメンバー間での情報共有と議論を深め
た上で調査の焦点を整理し、現地調査（エジプト、カイロ、アレクサンドリア、ポートサイード、
イスマイリーヤの政府機関、図書館等）を実施する一方、東大経済学部図書館資料室にて整理・
デジタル化途上である横浜正金銀行関連史料の発掘を行った。同史料はデジタル化されたもの
も未活用の部分が多く、未公開部分は閉架資料のマイクロフィルム撮影からのデジタル化作業
を進めた。本研究の大きな成果としては戦間期スエズ運河の交易状況をはじめとするエジプト
経済・交通状況、および横浜正金銀行の動向を中心とした日本エジプト貿易史を中心とする戦間
期日本の西アジア・中東との交易史について多くの史資料を体系的に収集し、デジタル化して整
備したこと。それを踏まえたグローバルヒストリーの中での位置づけを考察した知見を得たこ
と、となる。 
 これら史資料はクラウド上でメンバー内での共有として分析を進めたが、今後は公開して広
く活用可能にする。コレラの史資料については今後さらに取引内容を読み込むことで横浜正金



銀行を通した戦間期日本の世界戦略の一端が明らかにできるだろう。多角的な視野と世界史的
視点からとらえ直したエジプト史および日本経済史的視野の再構築、そこで把握した歴史的・世
界地理的な知見・認識が本プロジェクトの最大の成果といえる。 
 なお、当初の計画では戦間期エジプトの玄関として歴史ある国際港湾都市としてのアレクサ
ンドリアの存在感を重視していたが、エジプト側および日本側それぞれの視点からの貿易およ
び船舶航行の実態を把握するにつれスエズ運河の重要性を認識するに至り、プロジェクト全体
としての焦点をそちらにシフトさせ史料収集と分析を進めた。ただしコロナ禍の影響によりス
ケジュールが大幅に遅れた結果データ分析および解釈を尽くすまでの時間がなく、その成果を
踏まえての実現を計画していたデジタルグローブサイトの構築を含む情報公開、国際シンポジ
ウムの開催といったアウトプット段階にはじゅうぶんに至れなかった。 
 全体を通して戦間期におけるスエズ運河の世界史的な重要性、それを有するエジプトの存在
感の高さの実態およびそれが通過することによるエジプト社会・経済への影響の大きさを明ら
かにした。以下、近代エジプト史および近代日本経済史における新知見を具体的に列挙する。 
 
①戦間期エジプト内外の交通および貿易の実態について、交通体系や船舶航行データの蓄積よ
り環地中海経済圏と東西交易および紅海からインド洋につながる経済圏の交錯する状況を把握
した。戦間期エジプトにおける域内交通として内陸水運の季節性波動の実態および鉄道網の拡
張と駅ごとの旅客利用を踏まえたデルタ内の経済発展状況の地域差の実態解明。内陸水運に加
えて鉄道網の建設と旅客および貨物輸送量データの分析より、内陸水運が古代よりエジプトの
交通網の骨格を成してきたナイル川に沿う南北を主軸とした体系を形成した様と、近代化時期
の地域経済発達の地域差を踏まえ鉄道網の建設により再編成されるナイルデルタ内の地域体系、
交通アクセシビリティの状況を統計および地図を用いて整理した。内陸水運に代わり陸上交通
が発展したことによりカイロからイスマイリーヤ、スエズ、ポートサイードを結ぶ東西方向ルー
トデルタ中央部と紅海沿岸域のアクセスが向上し、その沿道および東部・ダミエッタ支流沿岸域
の経済発展の状況を具体的に把握した。 
 
②旅客・貨物それぞれの航路ネットワークおよび輸送実績情報をもとに、当時のエジプト社会経
済において、アレクサンドリア港に代表される環地中海交易とそれとは別個の存在といえるポ
ートサイード港を中心とした長距離東西交易のエジプトへの寄港、エジプト国内外を含む紅海
沿岸航路それぞれの 20 世紀初頭～第 2次世界大戦直前までの歴史的変遷を、これと地中海沿岸
港との接続状況を量的に把握し、可視化を通じて体系的資料を作成した。 
エジプト沿岸各港出入港船舶の所属（旗別）船舶数、船舶規模等のデータの経年分析からアレ
クサンドリア港をハブとする環地中海交易ネットワークとポートサイード港およびスエズ運河
をハブとする遠洋航路および地中海ー紅海沿岸交易との差異、船舶の特徴、とくにヨーロッパ列
強諸国それぞれとのつながりを明らかにした。 
 その中で航路としては主に横浜あるいは神戸を終着とする東アジア航路とオセアニア航路を
軸に、インド向け航路、東アフリカ航路があるが、トーマスクック時刻表をはじめとする史料か
ら、運営会社の所属国によりそれぞれの植民地を寄港地とする多様性を踏まえつつ方面別にく
くることにより総合的な航路としてのボリュームを理解することができた。 
スエズ運河通過交通についてはエジプト政府統計のデジタル化の推進、旅客輸送については
定期航路の解明を通してスエズ運河をハブにイギリス、北ヨーロッパ諸国から地中海縦貫、紅海
経由インド洋を経由し東アジア（日本の視野からは横浜、神戸からのインド洋航路）、オセアニ
ア、アフリカ東岸に分岐する交通網の全体把握を行った。スエズ運河通過船舶はイギリスを中心
にしながらもイタリア、ドイツ等々ヨーロッパ列強それぞれの植民地戦略を解読した。当時のヨ
ーロッパ列強にとって、地中海からスエズ運河をとおりインド洋からアジア、オセアニア、東ア
フリカ各地との植民地貿易船が集中する 
当時は定期航空便ネットワークが確立する直前の時期であり交通網は空間的な連結を前提と
することから、旅客・貨物とも地中海から東西交易のハブとなるスエズ運河および紅海経由イン
ド洋航路に焦点として集中し、の存在感が歴史上もっとも高まった時期であり、当時のスエズ運
河ひいてはエジプトの国際社会の中での存在感を再確認することとなった。 
 
それを踏まえた当時の日本からエジプトへの認識に関しては 
③日本とエジプトの文化交流へのアプローチとして当時使われた絵はがきの収集分析を通して、
ひとつは絵はがきのモチーフとして使われる観光地、エキゾチズムの対象としてイメージされ
るエジプトの実態を理解すると同時に、その宛名から当時の日本におけるよう後者と関係する
社会階層の居住地、関係地の特徴を明らかにした。 
 
④戦間期における東西関係、その軸の東端に位置する日本からみたとき、ヨーロッパへの途上で



もあり、その中でアジア区間の最終地点であるエジプトの関係はアジア・インド洋経済圏として
の関係も含む。 
日本エジプト貿易および国際金融については、タバコ輸出入においては世界市場内での評価
と品質により日本エジプト間での輸出入が双方向にあることを国内産地（専売公社支店）も踏ま
えて整理し、リン鉱石の輸入については日本の稲作におけるにおける過農薬農法、品種改良の裏
付けとなること、雑貨輸出については物品ごとの軽工業分布から当時の日本国内の工業地帯ご
との性格の違いを押さえ、それぞれを後背地とする港湾の特徴、横浜正金銀行におけるそれぞれ
の支店の為替取扱につながる地域性を整理するなど双方の産業振興の具体的な様を明らかにし、
第 2次世界大戦勃発直前に急速にしぼむまでの日本ーエジプト貿易の内容、実態を明らかにし、
日本エジプト双方にとって貿易の重要性を再確認した。 
 
⑤これら貿易には裏付けとなる外国為替が不可欠であり、それらを探る中で決済手段の重要性
を認識した。当時の日本からの中東貿易においては商社主導での双方の民間銀行を介した取引
と、国策銀行としての横浜正金銀行が関わる取引それぞれの特徴を整理した。 
 日本エジプト貿易の多様な側面がみえたことから、アレクサンドリアよりはスエズ運河の存
在にウエイトを置き、日本の海外進出対象としての中東地域の理解を進めた。従来東アジアに向
けた植民地政策および欧米との取引の視点のみで語られてきた横浜正金銀行において南アジア、
西アジア地域での活動を再評価し、横浜正金銀行の組織の中では頭取席決済のウエイトが高い
運営が主流の中で、ロンドン支店傘下のアレクサンドリア支店として当初は駐ヨーロッパ視点
での運営がなされたが最末期になりアレクサンドリア支店としての独立を果たしたこと、また
横浜正金銀行の国際決済業務の世界的な広がりの中でアレクサンドリア支店の担当はエジプト
周辺のごく限られた範囲であったことが確認できた。 
 横浜正金銀行の組織としての行動の理解のために日本金融史の白鳥圭志氏を講師に招いたワ
ークショップを開催し、さらに研究分担者に招いて銀行組織および日本の視点からの対エジプ
ト貿易の理解に力を入れた。横浜正金銀行の『頭取席要録』の読み込みおよび取引に関する各種
史料の補足を通じて戦間期日本の世界戦略の一端が明らかになった。 
 
 このように第 2 次世界大戦勃発直前に急速にしぼむまでの日本ーエジプト貿易の内容、実態
を明らかにし、日本エジプト双方にとって貿易の重要性を再確認した。あわせてスエズ運河通過
交通の再解釈に力を入れ、貨物についてはエジプト政府統計のデジタル化の推進、旅客輸送につ
いては定期航路の解明を通してスエズ運河をハブにイギリス、北ヨーロッパ諸国から地中海縦
貫、紅海経由インド洋を経由し東アジア（日本の視野からは横浜、神戸からのインド洋航路）、
オセアニア、アフリカ東岸に分岐する交通網の全体把握を進めた。定期航空便ネットワークが確
立する直前の時期であり、東西交易のハブとしてのスエズ運河の存在感が歴史上もっとも高ま
った時期であり、当時のスエズ運河ひいてはエジプトの国際社会の中での存在感を裏づけ再確
認した。 
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